


王の闇。

私は、長い廊下を延々と歩いている。

決められた道。

私は、ただ歩く感情など邪魔なだけ誰も私の意志に興味などない皆が関心があるのは私がこの古

びた滑稽な椅子に座 っていることなのだから・・・。
 
ラオス城内でも一際奥の室に王の寝室があった。

そこは、警備の兵と限られたものしか近づくことを許されない場所。

そんな場所に一人の娘が入室を許され兵士に連れ立たれやって来た。 彼女の両腕には枷が付けら
れ自由を奪われている。そんな彼女を知ってか知らずか王はベッドの上で豪華な刺繍が入った布

にくるまり娘に興味を示す素振りがない。 兵士が声を掛けるが王から返答がないため兵士も困り
はてる。そんな様子を見かねてか部屋の奥くからのそのそと傷ついた足を庇いながら白虎と呼ば

れる見事な白い毛並みの虎が二人の前を横切り王の側まで行くと王の頬を舐める。王は、重たげ

に少し顔を上げる。

「分かっている 、よい女を置いて下がれ 」
兵士は、その言葉を待ってましたと言わんばかりに足早に部屋を後にした。

娘は、独りポツリと立ったまま少し不安げな表情を浮かべている。王から何も指示がないため彼

女から恐る恐る声を掛ける。

「私に何か用があったんじゃないんですか？無いなら廊に戻りますけど」

返事は返ってこない。

「じゃ、失礼します 。」
王に背を向け部屋を出て行こうとすると白虎が娘の側まで飛んで来て扉の前に座り込み娘を威嚇

する。

「なっ何よ！」

白虎の鋭い爪と牙を見て後退りする。

「辞めろ白虎」

その言葉を聞き白虎はその場に伏せ大人しくなった。

後ろを振り向くと王は、ゆっくり身を起し乱れた髪を直す事なく虚ろな瞳で娘を少し眺めると。

「廊がそんなに恋しのか？」

「そんな分けないでしょ！！貴方が、無視するからよ！」

一国の王に対して無礼な物言いいに眉をしかめる。

「お前の世界の娘は、皆お前の様に品がないのか？」

娘は、顔を真っ赤にして抗議する。

王は、うんざりした表情を浮かべるとベッドから起き上がり娘から逃れるように庭に降りて行く

。

王と言われるには幼いその姿。昼間とは違い穏やかで何か毒気が抜けた様子だった。



椅子に腰を掛けると深いため息をつく。優美な仕草や物静かで儚げな姿はどこかの名画の様に美

しい。

彼の名は、ルジルド・レオ・ラオス この砂漠の国ラオスの王であり神だた。
長い年月を王として生きてきた彼の本当の名を知る者は少ない。

心通わす者もこの気性のせいか少なく、ルジルドの心は誰も寄せ付けないこの部屋の様うだった

。

何を思ったのか娘は騒ぐのを辞めルジルドの向かいの椅子に座ると一緒に庭を眺め始めた。

長い沈黙の後ルジルドは、不思議そうな顔をし娘を観る。

娘の名前は、ヒカリと言った。

彼女は、セブンズドアとは違う世界の人間でラオスと対立している国ユーリスの光の者と言われ

る人物だった。 昼間の宴では、王である自分に手を上げ今も臆すること無く自分の前に座って
いる。

「本当に変な女だなお前は」

「そうかも、自分でも最近びっくりしているのこの世界に来て少しずつ変わる自分に人は変われ

るものなのね」

どこにでもいる普通の娘のはずなのに何が違うと言うのか、彼女は自分と違い何かをもう手にし

ているそれが何なのか彼女の魅力を内に秘めた強さの秘密を知りたくなった。

「変われるものなのだろうか、余はそんな者を知らない人は同じ過ちを繰り返す生き物だ変わる

ことなど無い」

人は何度も同じ過ちを繰り返す。

神との約束を忘れ自分たちの私利私欲のためにこの国を造った。その象徴が自分であることをル

ジルドは理解していた。

いくつもの尊い命を捧げても同じ姿で同じ椅子に座り続ける人形がこの国には必要だった。

中身は、どんなものでも構わない器だけあれば良かったのだ器が満たされこぼれだそうとも注が

れるものをただ黙々と受け止めるために中身は無いほうが都合が良かった。

空っぽの器。だが、長い年月をかけひびが入りそこから崩れだしていた。何かしなければただ朽

ちていくだけだった。

「余は、分からないのだ自分が何者なのか

　教えてくれお前は心を渡る事が出来ると聴いた私の心を教えて欲しいのだ自分で自分が分から

ない一国の王が情けない話だ」

ルジルドは、肩を落とし自分の無力さを嘆くその姿は昼間の傲慢な姿とは違い別人のようだった

。

自分の言葉を恥じ目を伏せる。

分かっている一国の王の言葉では無いことわ

だが言わずにはいれなかった。もう、限界だった孤独がルジルドを押し潰そうとしていた 。こん
なこと誰にも言う事は許されない、民を惑わすだけだ。

 



情けない・・・・。

 
何も望まれず存在する事だけが唯一の仕事だったとしても、この目でこの身でこの国を観てきた

国を思えばこそ生きてきたのだ王である誇り。

何も分からない異国の娘ユーリスの光の者だからじゃない何も縛られない娘だからこそ言えた言

葉だった。 
ヒカリは、何も言わずただルジルドを見詰めていた。

 
呆れられた・・・・。

 
そうルジルドは思った。誰にも分からない私の気持ちなどまして異世界から来たこの娘に私の何

が分かると言うのだ。最初から気付いていた何をしようが私の未来は変わらない。

「もういい下がれ」

ルジルドが目を開けると其所には既にヒカリの姿は無かった。

だがルジルドは安堵した。こんな自分の姿を見て彼女がどんな顔しているのか知るのが嫌だった

。

皆、勝手に期待し私が答えることが出来ないと知るとがっかりした顔しながらも私を誉める

のだ。 彼女もがっかりした事だろうきっとそうに違いない。弁解されないだけまだ救われた気が
した。

ルジルドが部屋に戻ろうと立ち上がった時だった。ルジルドの背中に人の体が密着し少し速い心

音が伝ってくる。

「おい！何のつもりだ私を殺そうとしても無駄だぞ、私は死ぬことを許されていないからな」

だが、ヒカリは何もせずただルジルドに寄りかかったまま動かない。体は熱をおび鼓動が早く

なる。

「きっと変えてみせる貴方もこの世界も、そのために私はここに来たのだから」

ルジルドは、ヒカリから逃れるようにヒカリに向き直ると

「そんな事出来る訳がない！」

「 じゃ、何故私は此処にいるの貴方が望んだからだわ
　ラオス王ルジルド・レオ・ラオスをユーリスの光の者であるこの私が絶対に変えてみせます」

ルジルドは、肩を震わせその唇に不適な笑みを浮かべると。

「面白いやってみよ、だが出来なかった時には人質の命はないと思え！下がれ不愉快だ！！」

だが、ヒカリはルジルドの前から動こうとしなかった。

「何をしている下がれと言っている」

「嫌よ！私は、貴方を変えるその為には側にいなければ私から逃げないでルジルド」

「私が逃げるだと馬鹿な！良い側にいることを許してやろうだがそれだけだそれ以上は無い

　さぁ出て行け後は其処にいるアラクにでも聞くがいい」

と言い捨てるとルジルドは部屋の奥に消えて行った。



アラクが何時もの不適な笑みを浮かべながら立っている。

「盗み聞きなんて悪趣味ねアラク」

とヒカリが嫌みを言うがアラクは何も感じていないようだった。

「お手並み拝見と言ったところだね

　だが我が主の闇は深い、逆に呑み込まれない事を祈っているよ

　行こうかお姫様これ以上我らの王の心を乱されては困る」

アラクはヒカリを連れて部屋を後にした。

 
 
ヒカリは、王の侍女として王の側にいることを許されたがここ数日ルジルドに会う事が出来ない

でいた。

ルジルドは、寝室の奥にある部屋から一歩も外に出ず誰にも会おうとしな かったのだ。 ヒカリは
、暇を持て余し庭を散歩していた。白虎もヒカリの後に続く。ルジルドが奥の部屋から出てこな

いので実質ヒカリは毎日白虎の世話をして過ごしそのお陰で大部白虎はヒカリになついていた。

庭でお茶を飲みながらルジルドがいる部屋の扉を恨めしそうに眺める。

「あんたのご主人何してるのかしらね何時もこうなの？」

と白虎に尋ねてみても鼻をクーンとならすだけで答えは返って来なかった。

白虎は、慣れると賢く体が大きな猫の様で可愛かった。 この数日この庭から奥の扉を眺めていて
気づいたことがあった。 王の寝室を尋ねて来る者は少ない。
側近のカンイは、毎日決まった時間に朝と夕にやって来ては扉と睨みあっていた。

ルジルドは、側近のカンイさえも扉を開くことはなかった。 そんな開かずの間に容易く入って行
くのがアラクだった。

彼が尋ねて来る時だけは、何故かルジルドは固く閉ざしていた扉を開くのだ。ヒカリは、不思議

でならなかったアラクよ りも側近のカンイの方が余程ルジルドの事を気に掛け尽くしているよう
に見えるのに何故アラクにだけ扉を開くのか考えてみたが分からなかった。

そしてアラクは、決まって奥の部屋から出て来るとヒカリをからかいに来た。

「今日も待ちぼうけかいお姫様、可哀想に」

アラクは、ヒカリの向かの椅子に優雅な身のこなしで腰かける。

「僕にもお茶を入れておくれよ侍女さん」

ヒカリは、黙ったまま近くにあったポットからお茶を注ぎアラクに差し出した。

アラクは、少しお茶に口をつけると不満そうな表情をした。

「不味い、冷めてるし飲めたものじゃないね」

「悪かったわね」

「そんなに僕が嫌いかい？嫌わないでおくれよ傷つくなぁ」

「あら貴方にも傷つく心があったなんて知らなかったわ御免なさいね」

嫌味を言われているのにアラクは嬉しそうに微笑んでいる。

ヒカリは、アラクのそんな所が嫌いだった人をからかって楽しんでいる。それに、何も出来てい



ない自分を攻められているようで後ろめたさもあった。

「様が無いならもうお帰りになったら」

アラクの視線に耐え兼ねたヒカリは、顔をそむけながら言った。 椅子を引く鈍い音がしたのでア
ラクが席を立ったのだと思い確認するため顔を上げるとアラクはテーブルに寄りかかり腕を枕に

して下からヒカリを除きこんでいた。

吸い込まれそうなほど美しい緋色の瞳に端整な顔立ち誰もが見詰められればため息をつくだろう

。

「君は何時までそうしてるつもりだいお姫様

　急がないともう世界の終末は近い時間がないよ」

人事の用に言うアラクに怒るどころか呆れてしまい毒気が抜けるのが分かった。

つんけんしててもしょうがないこの人は、そおゆう人なのだこれがこの人の普通。付き合うだけ

損だとヒカリは悟った。

ヒカリは、一つため息をつき肩の力を抜くと

「アラク、何故ルジルドは貴方を受け入れるの他の人は遠ざけてしまうのに」

アラクは、側に咲いていた花を摘み取ると人差し指と親指で挟み指の中で転がしもてあそぶ。

「何故って、王には僕が必要だからだよ

　僕も王を必要としている君なら分かるだろ」

「私になら分かるの？」

「そう、だから僕は君を連れてきたんだ

　君も王に必要とされている君はもう扉の鍵を手にしている

　後は、いつ使うかだ」

 
いつ使うのか・・・・そんなの決まっている。今直ぐにでも使いたい早くしないとユーリスに着

実に闇が忍び寄って来ている。 ジンもあれから姿を表さない捕まった様子もないので何処かに潜
んでチャンスを伺っているのだろう。早く大神子を見つけ出しユーリスに帰りたかった。

 
鍵はどこに・・・！？

 
「君は、知っている扉の開け方を深い深い闇の底でも君はきっと輝き辺りを照らし我らの王を導

いてくれるだろう

　行っておいでお姫様君の役目を果たしておくれ」

ヒカリは、アラクの言葉に導かれるようにルジルドがいる部屋の前までゆっくりと歩いて行くと

扉に右手の手の平を重ねそのまま軽く押すとゆっくりと意図も容易く扉が開きヒカリを部屋の中

に招き入れる。

ルジルドの事だけを今は考えようと自分の心に言い聞かせた。

扉の中には、室内だと言うのに床には草が生木々が繁っている。森と言うよりは広い庭と言った

感じで木々には人が手を入れた形跡みられた。鳥が舞いとても美しい庭だった。でも美し過ぎて



現実からかけ離れた世界。 正にここは、ルジルドの心の中だった。今までヒカリが見て来た心は
みな暗く淀んでいたが彼の心はとても澄んでいる妖精が飛び交う聖域のような空間が広がって

いた。

 
これがルジルドの心の中・・・。

 
美しい美し過ぎる。そこがルジルドの闇のように思えた。

庭を散策していると子供の声が聞こえてくる一人いや二人の子供が無邪気に戯れていた。よく見

ると一人はルジルドでもう一人は知らない子だった。

ルジルドは、その子に抱き付き体温を感じる。 あたたかい人の温もり。
「ルナ」

「はい、ルジルド様」

「私は、神になどなりたくないこのままがいい、このまま人でありたい」

ルナは、ルジルドの髪を愛しいそうになでた。

「この国には、王が必要なのです。

　そろそろ城に戻らないとさぁルジルド様」

ルジルドは、ルナに急かされるままルナを置いて城に戻って行ってしまった。

ルナは、一体何者なのかルジルドにとって大切な人である事は間違いなかった。

彼女が、きっとルジルドの心の闇を晴らす何かの手がかりになるに違いない。 ルジルドを見送る
とルナは、ヒカリの方を見て微笑んだ。

「やっといらっしゃいましたねお待ちしておりました」

ルジルドの心のなかだと言うのにルナは、ヒカリに話し掛けて来たのだ。

「私が見えるの？」

「はい、いつか来て下さると信じておりました

　どうかルジルド様を闇からお救い下さい」

お世辞でも美しいとわ言えないみすぼらしい身なり、細く小さな体に白い肌長い黒髪に隠れ顔を

確認する事は困難で性別さえも判断出来ない。とても王に使えている者の姿には見えなかった。

「どういう事なの？

　ここは、ルジルドの心の中のはずもう一つの意志が存在するなんてありえないわ！？」

「私は、ルジルド様に自分自身を捧げたのですが、ルジルド様はそれを拒んだ私の命だけを取り

込み心を残して下さったのです」

ヒカリは、ルナが言っている事がどういう意味なのか分からなかった。

「あなたは、ルジルドのなんなの？」

「私は、ルジルド様の何者でもありませんただの糧なのです」

「でも、あなたはルジルドの中に存在しているそれだけの人なのよ！

　教えてあなたとルジルドの事をきっとそこにルジルドを救う手掛かりがあるはず」

ルジルドはルナを自分の一番大切な場所に隠していた大切な宝物をしまうようにして。



きっとルナの存在が、ルジルドを助ける手掛かりになるとヒカリは確信した。

「私の心をお見せしますどうかルジルド様をお救い下さい」

ルナが両手を広げるとヒカリは導かれるままルナの胸のなかに吸い込まれて行った。

 
夢の中の夢に落ちていく・・・。

 
暗い暗い何もない世界、それが私の全てでした。

 
 
 
ここはどこ、何も見えない。

でも、何か壁のような物が自分を囲っているような圧迫感があった。

壁の向こうから微かに人の声が聞こえてくるトントンと何かが壁を叩く音がした。するとヒカリ

の意思とは関係なくヒカリは歌を歌う。自分の声とは違う歌声でヒカリの知らない歌を見事な歌

声で歌い上げていく。

ヒカリは、自分の体に違和感を感じ確認するために体に触れてみると自分と違う痩せた体に長い

髪この部屋が暗いのではない目が見えないのだ。これは自分の体ではない誰か別人の体。

ヒカリは、ルナの中にいた。壁の向こう側からは、宴でもしているかのような人のざわめきが聴

こえてくるが、自分は一人暗いざされた空間の中で外にでる事を許さ れない。
変わることのない安堵感がそこにはあった。誰も傷付けず傷付けられることのない世界。

でも、外から聴こえてくる人々の声やざわめき特に自分と年が近いであろう子供達の声は外の世

界に出てみたいと思わせる。ルナとヒカリは強く繋がっていた。

ヒカリは、宴が終わるのを見計らって箱の外に出ることを決た。箱から出ることは思ったより容

易く自分でも驚いた。ルナが自分から箱から出ることがないと思っていたのか鍵な どかかってお
らず出たいとルナが思えばすぐ出られたのだ。鍵をかけていたのはルナ自身だったのかも知れ

ない。

建物の中らしい事は分かるが、ルジルドが何処に居るのか検討もつかないうえ目も見えないため

闇雲に壁ずたいに歩くしかなかった。 気づいた時には、もといた場所さえ分からなくなっていた
。

急に不安な気持ちがこみ上げてくる。 怖いとてもこんな事なら箱から出なければ良かったと後悔
すらする。

恐怖がルナの心を支配していく 早く安全で誰からも危害を加えられる事の無いあの閉ざされた空
間に戻りたい。

ずっと箱の中にいたルナでは、箱がある場所に戻る事は困難だった。

ヒカリの意志と関係なくルナの体が動く。

ただただ部屋の隅に隠れいつ見つかるのかと恐怖に怯える。

誰かに見つかりどんな罸を受ける事になるのかと考えると足が震え立っている事さえ困難だった



。

急に誰かがルナの髪を乱暴に掴み引っ張る。

「御免なさい打たないで！」

ルナは身を屈め震えた。

昔の記憶が蘇る仕事をミスすれば罰でムチで打たれたあの時の恐怖と痛みをまだ体が覚えている

。

「お前ここで何をしている」

ルナは、その場にひれ伏し

「申し訳御座いません、直ぐに箱に戻ろうとしたのですが道に迷いこんな場所まで来てしまいま

した」

「箱それにその声、お前は箱の精か？」

落ち着いた口調に似合わない幼い声、この声をルナは何回か箱の中で聴いていたその時はこんな

大人のような落ち着いた口調ではなかったけれど。

「はい」

 今度は、ゆっくりとルナの髪の束をすくい上げると幼い声の主は
「お前名は」

ルナは、言われるがまま名を口にした。

「ルナお前は元々私の所有物だこの部屋にいる事は必然何も悪くわない」

ルナは、声の主を悟り固まる。

声の主は、この国の王にして神その人だった。

 
やっと会えた・・・・。

 
ヒカリは、ルナの中でルジルドを見詰めていた。

ルナは、自分の醜い姿を王の前にさらすことを拒み箱に戻ると進言したがルジルドはそのままで

いいと言い箱に戻る事を許さなかった。 ルナは、いつルジルドが部屋に戻って来て歌えと言われ
ても良いように準備をして待った。そんなルナにルジルドが歌えと命令する事はなかった。

ヒカリは、ルジルドとルナのや り取りをただ見ているしかなかった。何かしたくても何をすれば
良いのか分からない。 ルナは、ルジルドが何も言わないのを不思議に思った。
「何故、歌えと命令して下さらないのですか？

　私が貴方にして差し上げられる事は歌う事だけなのに」

ルナはルジルドに感謝していたこんな醜い自分を受け入れてくれた事を。

ルジルドは、冷たい視線をルナに向ける。

目が見えなくてもわかる視線だけでルジルドは、人を凍らせて しまう。
ルナは、固まり何も出来なくなる。怖い程に冷たいだけど何故か無視出来ない早くこの場から立

ち去りたいと思うのに魅力される神々しさルジルドは王であり神なのだ と実感する。でも、ルナ
が知っている最近までのルジルドでは無かった。箱の外から聴こえてくる声は、もっと幼く無邪



気な声の持ち主だったと記憶している。この短期間にルジ ルドに何が起こったのか
「そんなに歌いたければ好きに歌えば良いだろう」

とルジルドは簡単に言った。

 
歌いたいのなら好きに歌えばいい。

 
その言葉は、ルナが今まで欲しくても手に入れる事が出来ない物だった。

 
自分で選ぶ自由。

 
ルナは、歌った。自分の意思でルジルドの為だけに

ルジルドは、黙って聴いていた不意にルナの髪に触れる。

ルナの体がピクリと反応する。

「恐いかこの私が、無理もない私も自分が恐いのだからな」

「そんな事は、ただ貴方は私と違い過ぎるから」

ルジルドの手の平がルナの頬に優しくに触れる。

「そう私は違うのだ偽りの存在、でもここに居る」

ルジルドはルナの膝に顔を埋めた。

「なぜその女を連れて来た」

「お許し下さい、この方なら貴方を助けて下さるのではないかと」

「下がれルナその女を置いて、お前が壊れてしまう」

「ですがそれでは、ルジルド様が」

「下がれと言っている分かれルナ」

「私の役目はここまでのようですね」

 と告げるとルナはヒカリから離れて行った。 ヒカリの視界が広がり自分の膝に顔を埋めている少
年を見る。

 ヒカリは、ルジルドの艶やかな金色の髪を撫でた。上質で手触りの良い絹の布を撫でているよう
な感触。

「私も、会いたかった。

　ずっとまっていたお前ならきっと私を解放してくれると思っていた」

「解放・・・」

「あぁ、この因果から人の世界から解放してくれると

　期待道理お前は夢を渡り私のもとまでやって来た」

ルジルドはヒカリにすがるように抱き寄せる。

もう限界だったルナを失いこの長い年月を生かされるのは・・・

「貴方も、龍神人なのね」

「だが、とうの昔にに命は尽きている



　私は、この国の為に創られた紛い物の龍神なのだよ闇にこの身を捧げ神を装っている私は、兄

弟を喰らった自分が生き残るために

　私の家系は元々龍の血を色濃く継いでいたユーリスを離れ国を起こしたのもその為だ自分達も

神になれるのではと勘違いしたのだ

　だが、龍の血を色濃く継いでいた者達もある一定の年になると寿命が尽きていった

　この国では神が居ないなど許され無い、そんな時誰が言い出したのか神を創ることにしたのだ

その作品がこの私だ

　今でも、目を閉じれば思い出さずにはいられ無いあの惨劇を・・・ 」
 
 
ルジルドと兄達は、ある儀式に参加させられていた。

この国にあってはならない祭壇や魔法陣がある場所で神を創る儀式は密かに行われた。 辛うじて
龍の血を受け継いでいたルジルド達兄弟は儀式の生け贄にされたのだ。龍の血を濃く強くするた

めに兄弟を喰らわなければならなかった。

上の兄達が斬り合い次々倒れて行った。残ったのは、幼いルジルドと二番目の兄だった。兄は、

血で汚れた剣を自分の服の裾で拭うとルジルドの方に向き直った。 所々服は、切り裂かれ血が滲
んでいる。 かえり血を浴びた顔は、血が乾き黒く汚れていた。
兄は、呼吸を整えようとするが逆に嗚咽を漏らし息が荒くなる。ルジルドを見る兄の目元には、

悲しみや悔しいさが滲み出てい た。
兄弟の思い出などさほどない血は繋がっているが皆腹違いの子供達だ今日初めて会った顔もあ

った。 情があった訳でもないが憎んではいなかった。何故、殺し合わなくてはならないのか？闘
うことも逃げ出す事も出来ずにルジルドはただ黙って立ち尽くしていた。

逃げたくても足が震えて動けない辺り一面が血の海だった深い絶望が支配する海に呑まれて行く

。

兄は、躊躇う事なくルジルドに剣を向けた、ルジルドも剣を握り手に力を込め構えてみるが体が

後退する。

「ちゃんと構えろ！ルジルド

　お前も王族ならば最後まで戦え他の兄達のように」

兄は、自分の名前を覚えてくれていた。 ルジルドは、剣を構え直すどうせ死ぬならば王族として
恥じぬ姿で。

兄が、剣を掲げルジルドに向かってくるが足は矢張動かなかった剣を構えるのがやっとだった。

せめて逃げ出さずここで・・・。

剣の刃が肉を切り裂く鈍い音と振動兄のうめき声。

温かい血が剣をつたい落ちる。

ルジルドの目の前で自分が構えていた剣に兄が飛び込み兄の体を貫いた。 剣が床に落ちる音がし
兄が最後の力を振り絞りルジルドを自分の方に引き寄せるとより一層兄の体に剣が深く突き刺

さる。耳元で兄の最後の言葉が告げられる。



「私は、血で汚れ過ぎた神には相応しくない

　生きろ愛しい弟よ我らの血と共に・・・」

崩れ落ちる兄の体の重みを支えきれずルジルドは兄と共に床に崩れ落ちた。

剣を持つ手が急に震えだし息をしようと試みるが出来ない。苦しさの余り瞳から涙が流れ出す。

 
何故、何故、何故！！こんな事が許されるのか！？

 
兄達の血を吸い床に描かれた魔方陣が不気味な光を放つ。薄暗かった部屋が明るくなり兄たちの

骸がより一層鮮明に見えた。

血まみれの魔方陣ここで神が産まれるとは到底思えなかった。

きっとこれは、悪魔を創る儀式なのだ其なら納得出来る。

私達は悪魔への生け贄。

悪魔が私を喰らいに来る喰われてたまるものか兄が残してくれた命

 
喰らってやる私は悪魔を喰らい神になるのだ。

 
何と浅ましい生き物か人という生き物は・・・。

そうまでして生きたいか、ならば私の力をくれてやる。

お前達が求める神とはほど遠いがお前らのような醜い生き物にはお似合いだろう。

 
魔方陣から闇が現れ骸を飲み込んで行く。

 
さぁ、喰らえ私を

 
ルジルドの体が、闇に飲み込まれて兄達を飲み込んだ闇をその体に宿す。

 
「私は、兄達の命と引換にして王になったのだ。

　アラクは、私が契約した悪魔なのだ。

　私は、死ぬことを許されない寿命が来る度に私は、あの恐ろしい儀式を続けなくてはならなか

った。

　神とはほど遠いただの化け物だ。

　だが、この資源の乏しい貧困の国では玉座に座るだ けの人形が必要だった信仰信は民の心の糧
となり国を治める」

ヒカリは、自分の膝にしがみつく幼い王の髪をもう一度撫でた。自分よりも長い年月を生きて来

たはずの人なのにとても幼い心。 どうすればこの幼い心を救えるのか。
「もう、時間切れのようだ。

　この国は、闇に頼りすぎたもう終りだもう少し早くお前に会いたかった」



と告げるとルジルドの体が闇に呑み込まれ消えて行く。

「待ってルジルド！」

 ヒカリもまた闇に呑み込まれる。
 
間に合わなかった。

闇に呑み込まれながらもルジルドを探すが見つからない。 闇の渦に飲まれながら何かを掴んだ感
触があった。

現実に引き戻され意識が遠退いて行く。 絶対に貴方をこの闇から引き上げてみせると誓ったのに
。

 
諦めてはダメきっとまだ何か方法があるはずだわ。

 
誓いを胸に手の中の物を強く握り締めた。

 



滅びゆく国。

 
動物達が潜む音も虫の声も聞こえない静寂な夜。

 
微かに湖の水が風に吹かれ揺れる音だけが聴こえてくる。 空を見上げれば満天の星。静か過ぎる
こんな日には何かが起こるまいぶれである事がよくある。

「嫌な夜だな」

 大河は、自分の隣で空を食い入るように見上げる青年を見た。
彼の緋色の瞳に星が煌めいている。 緩やかに風に揺れる美しい黒髪。 彼の衣の下にはきっと黒龍
を抑える術印が身体中に浮かび上がり抑え込む度に体に苦痛を与えているはずだが痛みに耐え苦

しんでいる様子はなかった。

闇が濃くなって来ていた。世界の天秤は、闇に傾き黒龍の力を強くする。 ラオスの闇が急激に深
く濃くなってきている。

「何処が闇を操っていたか馬鹿でも分かるなこれじゃ、ユーリスを攻めようとしていた国々も慌

てラオスに向かっているはずだ。お前がユーリスに居る理由が無くなったな行くのか？」

「彼処にはヒカリが居る」

月下が見上げる空の先にはラオスがあった。ヒカリが旅立ってから同じ方向の空を見上げる月下

の姿を何度も見掛けている。

「ヒカリをどうするつもりなんだ」

「決まっている、ヒカリはこの世界の人間じゃないこの世界が滅ぶ前に元の世界に帰す」

「ラオスにお前が行くという事は世界の滅びを早める事になる分かっているよな」

「あぁ」

「お前がしたいようにすればいいさ、 ユーリスは任せろ帰ってこいよ主人がいなくなるのは家臣
として困るからな」

月下は、何も言わず後ろに控えていたライラと共に消えて行った。

「あいつにも大切な人が出来たんだな。自分よりもこの世界よりも・・・」

大河は、目を細め空を見上げる。

誰も月下を止める事は出来ない。これも、我々が選んだこの世界の運命なのだ。静にその時を

待つ、それが大河に出来る精一杯の事だった。

 
 
 
 
真っ暗だ。闇が私を放さない。沈んで行く闇に引きずられ深い深い闇の底へと・・・。

前にも一度まだセブンズドアに来たばかりの頃同じような事があった。その時は鳥のようなもの

が私を現実へと導いてくれた。今なら分かるあの鳥は月下だ。月下が私を救ってく れた。 月下は



、今どうしているだろうか？ルジルドを見ていると月下を思い出す。彼も心に闇を飼っている。

その闇に喰われないよう懸命に戦っていた。 ルジルドを救う事は月下を救う手掛かりになるは
ずだ。

私は、月下を救いたい、解放してあげたいこの世界から、こんなところで休んではいられない。

出口を闇を照らす光が欲しい。

何かがヒカリに囁く。

 
光ならもう持っている。ただ、気づいていないだけ。 思い出して昔の約束を、ぼくを早く迎えに
来てヒカリ・・・。

 
暗い闇のなか微かに輝く小さな光に手を伸ばす。

 
温かい・・・。きっと迎えに行くよ私の光を。

 
意識が徐々に現実世界に戻って行く、とても良い香りがする嗅ぎ慣れない香りだがいやじゃない

優しい香り。 心地よい心音ほっとする音。 誘われるように重い目蓋を上げゆっくりと自分が包ま
れているものが何なのか確認し驚いた。整った顔に長い睫毛、艶のあるウェーブがかかった美し

い髪。触れる体は顔に似合わずとても巧ましい体付きだった。 隣でアラクが寝息をたてて眠って
いた。 腕をほどいて抜け出そうと力一杯体を動かしてみるがびくともしなかった。 急にヒカリの
背中を何かが滑り落ちヒカリの衣をまさぐる。

「ちょっと何するの辞めて！！」

ヒカリは、アラクから離れようとアラクの体を押し返すがアラクの体がヒカリの上に被さって

くる。 いや！ と叫んでみるが返事はない。 両腕を捕まれ拒む事も出来なくなった。
「お早うヒカリ」

とアラクが甘い声でヒカリの耳元で囁いた。吐息が耳にかかり背筋に冷たいものが走る。

「離して離してよ！」

そんなに嫌かい連れないなぁ、意識がなくなった君をここまで運んで介抱したって言うのに」

「何言ってるの一緒に寝てただけでしょう！早く離しなさいよ！！」

「色気が無い女性だね君は」

と言うアラクのヒカリの腕を掴む力は緩まない。

「どういう意味よ！失礼ね！！」

「まぁ最初は仕方がないか我慢するよ」

 アラクの整った唇がヒカリの首筋をはうゾクゾクと体に今まで感じたことのない恐怖がヒカリを
襲う。 負けないこんな事で。体全体でアラクを拒むが何の効果も無かった。自分の無力さを実感
する。アラクになされるがままどうする事も出来なかった。

「月下！」

思わず月下の名前を叫んでいた。 逢いたい月下に、何故他の誰でもにい月下なのかこんな時に気



づいてしまう本当の自分の気持ちに悔しくて瞳が潤み何かが頬を伝う。

「無駄だよ、彼はここには来れないよ。闇がこんなに濃くちゃ黒龍が完全に覚醒してしまう。自

殺するようなものだよ。君達の負けだ認めるんだね自分達の無力さを神にさからった報いさ、行

こうじゃないか一緒に新しい世界へ君には見せて上げるよ。闇は光に恋をする自分に無い物を欲

する為に僕も闇に違いはない君に惹かれている」

アラクの澄んだ緋色の瞳がヒカリを愛しいそうに見詰めている。アラクの指がヒカリの涙を拭 う
とそのままヒカリの輪郭をつたい下りて行き顎を引き上げヒカリの顔を自分の方に近づける。

「愛しているよヒカリ」

アラクの唇がヒカリの唇と重なる。 もう、拒む気力もなくただ遠い世界に意識が飛んで行く。そ
んな時、何故か部屋の外が騒がしくなる何かがやって来る。待ち焦がれた時が・・・

勢いよく部屋の扉が開くと同時に月下が部屋に飛び込ん出来た。月下の周りを直ぐにラオスの兵

が囲うが一瞬で月下は兵達を切り捨てた。 月下がベッドに横たわる二人を見て肩が震えると同時
に目の色が変わる。

「キ、貴様〜！」

一瞬で加速しアラクを叩き飛ばすアラクの体は勢い良く飛び壁に叩き付けられた。 余りにも急な
出来事にヒカリは状況が呑み込めず目の前に居る月下を呆然と眺めていた。ゆっくりと手を伸ば

し巧ましい腕に触れてみる。ちゃんと感触があった幻ではない。

「月下・・・」

ヒカリが弱々しい声で名を呟くと同時に月下の力強い腕がヒカリを引き寄せ抱きしめる。

一瞬諦めていたこの心地よい場所に戻れないのではないかと今では諦めたことを後悔すらする貴

方をもっと信じれば良かったと。 両腕で彼の体を抱きしめ声にならない声で彼の名を連呼する。
「怪我は無いかヒカリ」

優しい声色で月下が聴いた。

「うん」

「遅くなってごめん」

「うん」

「恐い思いをさせた、もう大丈夫ださぁ帰ろう」

と月下が立ち上がろとするがヒカリがしがみつき離れず立ち上がる事が出来なかった。 月下は目
を細め愛しいそうにヒカリをしばらく見詰めるともう一度ヒカリを抱きしめた。

「行こうヒカリ、この国はじきに滅びる近隣諸国が攻めて来ているんだ。お前は元の世界に帰る

んだ」

ヒカリは耳を疑った。

「今なんて言ったの？帰るって元の世界に月下待って私はまだやる事があるのルジルドが私を待

ってる」

「お前がこの世界のためにこれ以上危ないめにあう必要はない恋歌がお前を元の世界に帰してく

れる」

「嫌よ！離して」



月下の腕から逃れようともがくが逃げ出せない。月下の力強い腕がヒカリを放さない。

「無理だもう決めた」

「勝手に決めないでよ馬鹿月下！」

「なんと言われようと構わない俺はお前を死なせたくない」

「死ぬって決まった訳じゃないでしょ、分かって！」

「分からない分かりたくない失いたくないだヒカリだけは・・・」

「月下・・・」

月下は、ヒカリを強く抱き締めると抱き上げた。余りにも真剣でまっすぐな言葉、照れなど微塵

もない。 彼の生い立ちを思うとヒカリは何も言えなくなってしまう。何だかとても嬉しくて悲し
くてこの人が愛しい何故だか涙が止まらない。

涙を隠すために月下の胸に顔を押し付けたさい破れた衣の間から黒龍を縛る術印が見える。 術印
の痛みに耐え私を助けに来てくれた。この人が思うようにしてあげたい一時の幸せだったとして

もそれでいいのかもしれない。

「ククク、逃げられると思うのか黒龍よ」

ヒカリ達がもたついている間にアラクが意識を取り戻しゆっくりと立ち上がるとヒカリ達の周り

を黒い炎が立ち上ぼり行く手を阻む。

「寝ていれば良いものをしぶとい男だ」

月下はヒカリを下ろすと自分の傷口から刀に血を付け炎を凪ぎ払う。

「ヒカリ行け！ライラがそこまで来ている俺はこいつをここで食い止める」

「駄目よ！月下を置いて行けない。それでなくても術印が出ているのに」

「大丈夫だ、痛みは無い。早く行くんだ直ぐに追いつくからまだかライラ！」

月下の呼びかけに答えるようにヒカリのもとへライラが駆けつけて来た。 有無を言わさずにライ
ラはヒカリを背に乗せると部屋を飛び出して行った。

「それで逃がしたつもりなのかい！？ もうこの城に出口などないよ我が主が闇を集め闇の壁が囲
っているはずだ獲物を逃がさないようにね」

「お前達の狙いはそれか！可笑しいと思っていたんだ露骨に犯人は我々だと言わんばかりに闇を

集めていたから。この城は、獲物を捕らえる檻と言うことか他国の兵を生け贄にする気なん

だな！？」

アラクの口元が緩む。

「フフ、そうだよ本当に人と言う生き物は馬鹿だよね君もそう思うだろ？これも人が望んだ事、

代償は人が払うべきだ。黒龍よ時は来たこの舞台の主役はあなただ」

「どう言う意味だ！」

「この舞台はあなたのために！！」

アラクがゆっくりと両手を広げると同時に床に敷いてあった絨毯が燃え上がり部屋一杯に巨大な

魔方陣が浮かび上がる。

「どういうつもりだ！」

「我が主は劣り獲物を集めるためのね。そして生け贄を喰い力を蓄えた闇がここに集まる事にな



っている黒龍を覚醒させるために」

魔方陣から月下を囲うように黒い炎が舞い上がるとあっという間に月下を飲み込んだ。月下の声

にならない唸りのような叫び声が部屋に響き渡る。黒い炎が体にまとわりつき衣を焼き払い術印

を伝い皮膚を焦がす。

「最初から俺をこの部屋に誘き寄せるためにヒカリを！」

「ふふふ、さぁどうだろうね。個人的に興味があったのは事実だよ。結果君をここに連れて来る

事も出来た。さぁもう良いだろ君には最初から用はないただの黒龍の器にはね。自分の本当の名

前さえ無くして器としての価値しかない男。黒龍さえ覚醒すればお前など存在価値などない私の

方がヒカリには相応しい」

「ヒカリ手を出すな！」

月下の体には闇の炎が纏いその姿さえ見えなくなってきていた。焼ける痛みで意識が朦朧として

きていた。

誰かが月下に話し掛けてくる。いつもより声が近いどんどん近づいてくる。

 
『哀れだな白龍もお前を見放したようだ気配さえ感じない、それとももう存在すら出来なくなっ

てしまったのか、まぁいいやっと外に出られる。 お前の負けだ小僧！』
 
俺の負け終わったのかもうどうする事も出来ないのか！？

 
『そうだ、貴様が居なくなったところでこの世界になんの影響もない私の器という役割を果たせ

無くなった貴様には価値などない』

 
俺を世界は必要としていない、俺には何も無い初めから何も持っていない・・・

 
『そうお前は空っぽだった私が居たからお前は価値があったのだ。 さぁ眠れ我の奥底で・・・』
 
月下の中で何かが小さな音をたて切れた。 とても細く繊細なそれに月下はずっとしがみ付き耐え
て来た。今もまだ切れたそれを繋ごうと懸命に手を伸ばすが届かない。落ちていく深い深い闇

へと。

 
眠れ・・・。

 
 
 
 
　ライラは、ヒカリを連れ出口に向かっていた。城のあちこちが黒い炎で焼かれ崩れ出していた

ため瓦礫を避けながら前に進むが出口に近づくにつれ城は崩れ道が塞がっていた。



「ライラ戻って私にはまだやる事があるの！」

ヒカリは、ライラの背にしがみつき瓦礫を避けるさいの振動に耐えていた。

「この城を今出ないと逃げられなくなります。」

ライラが、落ちてくる瓦礫を必死に交わすが凄い地響きと共に城の天井がいっきに崩れだし大

小様々な瓦礫が二人を襲った。ライラが上手くかわし何とか避けきったが道は完全に塞がって

しまっていた。ライラは道を塞ぐ瓦礫を睨み付ける。

「出口を塞ぎ獲物を逃がさないきかやられたな。」

「もう、外に出るのは無理そうね。ライラ行きましょうルジルドの所へそれしかないわ」

「ですがどこにラオス王がいるのか分かりません。闇雲に探しては危険です。 」
「大丈夫、私達は大事な獲物なんでしょう案内してくれるわルジルドが」

「仕方ありませんね。月下様のもとにももう戻れそうに無いようですし」

ヒカリ達は、塞がれていない道を探して城の奥へと進む事にした。奥に進むにつれ瓦礫の間から

兵士達の骸がちらほら見える落ちてきた瓦礫の下敷きになってしまったのだろう。

「こっちで間違いないようですね」

兵士の無惨な骸を見て怪訝そうな表情をしてライラが言った。進むにつれ死体の数が増えていく

薄暗い空間にほこりが霧のように舞い上がり視界も悪い上に死体が転がり血の匂い が充満してい
て息をするのがやっとだった。前に進まなくては行けないが足がすくむ。この奥にはこれ以上に

どんな災厄な光景が広がっているのか考えるだけで恐ろしくなった。 
曲がり角に差し掛かった時だった。瓦礫の後ろで黒い影が微かに動く。

「ヒカリ様、私の後ろに」

ライラは警戒しヒカリを自分の後ろにまわらせた。 瓦礫の向こうから他国の兵士らしい男が天井
の一点を見詰つめながらゆっくりとこちらへやって来る。 腕は力なく垂れ下がりその手には何と
か剣の柄が乗っている状態だった。 ヒカリ達に気づかず横を通り過ぎて行く。
「おい、お前そっちはもう」

ライラが止めるが男は構わず進んで行き自分から黒い炎の中に消えて行った。 その後に続くよう
にいろんな国の武装をした生きた屍が城の奥から姿を現しまた黒い炎の中に次々消えて行った。

ヒカリ達が、その異様な光景に呑まれ足を止めると一人の兵士が急に頭を抱えた途端に奇声を発

しヒカリ達に剣を振り上げ襲いかかってきた。他の兵士も連鎖するように剣をかまえ襲いかかっ

てくるがその顔には絶望と恐怖が色濃く現れていた。 ライラは、ヒカリを守りながら襲いかかっ
てくる兵士に食らい付くが数が多く徐々に押されていき生きた屍達に囲まれ身動きがとれなく

なる。

「奥で何を見たの！？」

 ヒカリが尋ねるが屍達は悲しい唸り声を上げるだけで答えは返ってこなかった。 屍達は、剣を振
り上げ二人に一斉に襲いかかる。 だが何故か、剣先がヒカリの頭上をかすめただけで急に屍達は
力なく床に崩れ落ちその向こうから人影が現れる。 ジンはヒカリを見るなり下を向く。
「ヒカリお前！」

「 ジン！生きていたのね。」



ヒカリは構わずジンに走り寄るといつものように飛びつくが、ジンはすぐさまヒカリを自分から

引き離すと咳払をし上着をヒカリに無言で押し付けた。

「あっありがとう」

少し戸惑いながらもヒカリは素直に上着を受け取った。

「今までどこにいたのジン？心配してたのよ！」

「地下の迷路に閉じ込められてたんだ。やっと抜け出せたと思ったらこの騒ぎだ。地下廊にヒカ

リがいないからまさかと思っていたがまた無茶したな。」

「だって・・・ 。」
ジンは目を細めながらヒカリの頭を優しくなでる。

「まぁ、もう居るんじゃ仕方ないか無事で良かった。何とかリリス達を外に逃したがもう何処に

も出口は無いそれにアリアの姿も地下廊には無かった。生きていれば多分ラオス王と一緒だ

ろう。」

「そうね、大神子の事を知っている人や噂を全く聞かなかったわきっと限られた人しか入れない

ような所に囚われているのよ王の寝室の奥の部屋とか彼処はルジルド以外アラクしか 入る事を許
されていなかったわ」

「行こうきっとそこにアリアが居る。俺に力を貸してくれヒカリ、ライラ」

ジンの呼びかけに二人は静に頷いた。

 
 
 
 
 ヒカリ達は臆する事なく城の奥にある王の寝室へと向う。無惨に破壊された扉をくぐり抜けると
王の寝室は荒らされ奥のあの開かずの扉も壊され開かれていた。その扉の側には幾 つもの槍で串
刺しにされ見事な白い毛を血で赤く染め上げて息き絶えている白虎が横たわりその周りには無数

の他国の兵士の骸が転がっていた。

ヒカリは、冷たくなった白虎の頭を撫でた。恐ろしい顔をしている。目を大きく見開き口を大き

く開き牙をむきだしにし生き絶えていた。

「最後まで主人を守るために戦っていたのね後は私が、ゆっ くりお休み」
ヒカリは、白虎の顔を両手で覆うと目蓋を下ろしてやった。 ヒカリは扉の向こうに広がる闇を見
据え大きく息を吸い込んだ。胸に手をあて息を整える。恐怖と不安それを振り払う為に。 行こう
かとジンがヒカリの肩に優しく触れると先頭をきって扉をくぐり抜けるその後にヒカリとライラ

も続く。

中は、蝋燭が所々灯されているだけで薄暗く地下に降りる階段が永遠と続いていた。階段を下り

て行くにつれ肌寒くなってくるがヒカリの額には、汗が滲んでいた。 額の汗を拭いながら壁づた
いに慎重に階段を下りて行く。 何処からか明かりが漏れ出し闇を照らしている。 三人を大きく重
厚な造りの扉が淀んだ異様な空気を放ちながら待っていた。隙間から明かりが漏れている。 隙間
に手をかけジンがゆっくりと扉を開くと中は、薄暗く部屋の奥を見通す事は出来なかった。 微か



に何かが床をはいうごめいている気配と音がする。 ルジルドいるの？ ヒカリが名を呼ぶが返事は
無い。 ジンは、瓦礫を集め松明を作り火を付けて扉の中に投げ入れた。 松明は、何かに燃え移
り徐々に燃え広がり辺りを照らす。 油の燃える嫌な臭いがする。 これは・・・ 炎に照らされ現れ
た光景に三人は息を飲んだ。驚きと恐怖で声すら出ない。 床を蠢いていたものは人が声も無く闇
に呑み込まれあがいている多数の人の手足や頭部だった。黒いはずの闇が大量の人の血液で赤く

染まりまるで燃えたぎる溶岩のようだとヒ カリは思った。 松明の炎で闇に喰われすでに脱け殻
となった他国の兵士の骸が燃えている。 その炎に照らされ小さな人影が現れる。 闇の渦の中央に
ポツリと置かれ玉座にルジルドは気だるそうにひじ掛けに肘を付き顎を手の甲にのせ無表情に近

いその顔には虚ろな瞳が揺れている。 今にも闇に呑み込まれてしまいそうな力無いルジルドの姿
にヒカリは思わず歩み寄ろうとするが闇の沼に阻まれ近づけない。 ルジルドを見るジンの瞳が怒
りに震えていた。

「 あれがラオス王なのか？あんな子供がこの国の王だって言うのか！信じられない」
ジンの疑問に答えるようにライラが答えた。

「誰かが王を操っているんだろう王と言う名の生け贄を・・・ 」
「辞めてライラ、ルジルドはそんなんじゃないちゃんと自分の意思でこの国を愛し守ろうとして

いたのよ」

「国を愛した結果がこれなのですか余りにも悲し過ぎる」

ライラは目を伏せ何かを堪えていた。 炎に照らされヒカリ達以外の人影が現れる。 その人影は肩
を震わせ沸き上がってくる何かを堪え切れず吐き出した。

「人が神になるなど愚かな事だったのだ。最初から無理があった国の見栄の為に沢山の血を流し

国を滅ぼして得たものがこれか！まるで地獄だ。神を産み出すための対価など人が払い切れるも

のではなかったのだ」

人影はルジルドの側近のカンイだった。何かに許しを得るように天を仰ぎ手を差し出す。 顔は青
ざめ体全体が何かに怯えるように震えて立っている事も叶わず前に倒れるように座り込もうとし

た瞬間カインの体が宙に浮いた。ジンが、カインの胸ぐらを掴み上げたのだ 。
「ふざけるな！何を言っているお前らがやった事だろ被害者ぶるなよ。一番の被害者は、生け贄

にされた民なんだからな」

カインは、吊るされながらも落胆と絶望の狭間で堪えきれず唇の端で笑っていた。先代達が行な

って来た過ちを継ぎ行なうしかなかったもう引き返す事が出来ない所まで来ていた 。王が人を喰
い生きる事を望んでいない事は知っていたが国の為だと宥め罪を犯し続けた。罪深いのは王では

なく我らなのだ。王は一身にこの国の過ちを背負ってくれている。そうか、皆の罪を背うそのお

姿こそ神そのものでわないか。我らが王は神になられたのだ。 カインは何かを悟った様子で目に
力が甦りジンが自分を掴んでいる腕を払いのけ両手を差し出しゆっくりと前に歩み出た。

「我らの王よ、罪深き私めを貴方が許して下さるのなら共にまいりましょう。 きっと貴方はお許
しになる親愛なる我らの王よ」

なにかの呪文の様にカインは、言い終えると闇の沼に身を投じた。 貪るようにカンイの体を闇が
呑み込み声にならない叫びが辺りに響き渡る。 ジンは、カインを呑み込み荒れ狂う闇の沼を眺



めた。

「いったいなんなんだこの国は狂ってる」

「そう狂ってる。人とはそう言うものだよ。何度も過ちを繰り返す。こんなにも、学ばない生き

物は他にはいない」

声のする方に目をやるとアラクがいつもの様に何処からともなく現れ玉座の背もたれに持たれた

格好でルジルドの隣に立っている。

「 アラク何故ここに月下はどうしたの？」
「月下そんな者はもうこの世に存在しない。あの方が、目覚められた今人は、選んだのだ滅

びを・・・」

アラクが両手を広げると天上が崩れ落ちて不気味な光を放ち天上一杯に魔法が現れる。 闇が円を
描く様に舞い上がり魔方陣に吸い上げられて行く。 アラクは、ルジルドの前に膝まずき静に玉座
に座り続けるルジルドの手を取り口付けする。

「さぁ、我が主よ貴方との約束を果たしましょ。貴方もあの方の糧となり望みを叶え神になるの

です。

アラクがルジルドの手を放すと同時に玉座は砂の様に崩れ落ちルジルドの体は朽ちた玉座と共に

闇に呑まれて行く。

「駄目！」

ヒカリは、考えるより先に体が動いていた。今度は躊躇う事なく闇の沼に飛び込んで行く。ジン

がヒカリを止めようとするがヒカリの腕を掴もうとした瞬間何かに弾かれた。 手を伸ばすが届か
ない。 ヒカリは何か確信の様なものがあった。右手の中に在るものを強く握りしめる。それは、
ルジルドの闇に一緒に呑まれたさいに見つけた物だった。ルナの心 。ルジルドの心の奥に隠れる
様にしてそれはあった。ルジルドを見守るように。 今度こそルジルドの心を闇から救い出して見
せる。 ヒカリの体が闇に呑み込まれ姿を消した。
それは暗いとてつもなく、そして寒い凍えてしまいそうなくらいに。辺りは、暗く何も見えなか

った。闇に呑まれた人々の心を見ているようだった。怒りではなく諦めそれこそ 人の死。感情が
ない無こそ本当の闇。ヒカリは、手探りでルジルドを探す。

『こちらです我らの光よ。』

誰かがヒカリを呼んでいる。 こんな場所で人の声がする事に不審には思ったがあてもないので声
をたよりに進んでいく事にした。 声を頼り進んでいくとルジルドは、何か膜の様な光に包まれ静
に眠っていた。 側により恐る恐るルジルドに触れてみる。 その体は冷たく 光のせいで分からなか
ったが顔も青ざめていた。 ルジルドと呼びかけてみるが反応は無い。
『心をこの者に』

声がする方を見るとルジルドの側に色白で長い白髪の髪が美しい少女が立っていた。 見てとれる
彼女の年と違い落ち着きがあり近づき難いオーラがあった。

『早くしないと彼は無になってしまう。闇に喰われると言う事はそう言う事なのです。世界も同

じ事闇に世界が覆われてしまえば世界は無になり何も残らない。滅びではなく消滅 してしまうの
です。 黒龍が目覚めた今、もう人の手では闇を止める事は出来ません』



『では、光なら出来るの闇を止める事が白龍を見つけ出す事が出来れば黒龍を止められると』

『 はい、ヒカリ様。ずっと光に愛されているあなたならきっと。 さぁ、この者に心を。この者も
光に愛されていました。皆のためと自分を犠牲にし自分を捨てたのです。ですが、独りは寂しく

辛いもの誰かを必要としているのです。本当の彼を 知り理解し共に歩んでくれる者を』
 ヒカリは、自分の右手の中にある物を見たそれは、小さな玉のような固まりでほのかに光を放っ
ていた。

「 ルジルドにとってそれはルナなのね」
ルジルドの胸の辺りにそっとそれを放つとすっとルジルドの体に溶け込む様にしてそれは消え

て行った。 ルジルドの頬が赤みを取り戻しヒカリがほっと胸を撫で下ろした時だった。ルジルド
の体から光の矢の様なものが飛び出し闇を切り裂き上へ上へと登って行き城の天上を突き破り 空
に消えて行った。 ヒカリが気づいた時には闇の沼や骸は消え辺りには瓦礫だけが転がっていた。
ヒカリは、ルジルドを抱え床に座り込んでいて腕のなかのルジルドは様子が変わり髪の色が白

くなっている。でも、体は暖かく眠っている様だった。 良かった。生きている。 無事なヒカリの
姿を見つけジンとライラが直ぐに側に寄ってきた。 ジンは、ルジルドを見て驚いた様子でルジル
ドの顔をまじまじと見つめる。

「アリア、どうして」

ジンは、ヒカリからアリアの体を受け取ると抱きしめた。

「大神子、ルジルドが」

信じられ無い事だったが、ルジルドの姿が変わっているのを見て納得するしかなかった。

「あぁ、妹のアリアだ。父上はアリアは生きてると言っていたがこう言う事だったのか。 ラオス
王は元々魂だけの存在だったんだ。寿命が来ると体を変える器として幻影の民は囚われたんだ。

幻影の民は、他と交わらないから純血の者が多く力をもっている。器として 適していいたばかり
こんな事に」

ヒカリは光の矢が消えた空を見上げた矢が通った所だけ雲が消え青空が見える。だが直ぐに雲が

現れ空は見えなくなった。 あの光の矢はルジルドとルナだったのだろうか。二人は救われ幸せ
になったのか消え失せてしまった今は、もう分からなかった。 壊れた天上の端で人影が動いたの
が見えた気がした。

「アラクはどうしたの」

 ジンがアリアから顔を上げて言った。
「消えたよ。あいつもラオス王の後を追うようにして、きっとやつはラオス王の闇そのものだっ

たんだラオス王が消えれば奴も消えるしかない」

もう一度ヒカリは、大きな穴のあいた天上を見上げさっき見た影を探すが見つからない。 今の人
影は、アラクは黒龍が目覚めたと言っていた。

「私、行かないと」

ヒカリは急に立ち上がると階段を探し走り出していた。胸騒ぎがしたとてつもなく嫌な。早く気

づくべきだったすぐに追いつくと言っていた月下が姿を表さない事に。勢い良く階段を掛け上

がる。 来た時よりも増して崩れ落ちている瓦礫の隙間を何とか通り抜け上を目指した。ライラが



ヒカリを追って来ていたようだったが大きなライラの体で狭い瓦礫の間を通り抜ける事は難 しい
ようで途中から姿が見え無くなっていた。構わずヒカリは城の一番上を目指し進んだ。 瓦礫をよ
じ登り何とか空が見える場所までたどり着いた。 見上げた空は分厚い雲に覆われ雷鳴が轟いてい
て大粒の雨が降りだしていた。 ヒカリの衣服は瓦礫の間を進むさいに引っかけたりぶつけたりし
てボロボロに破けていた。体もあつこち擦り傷だらけで雨に濡れたせいでより傷口が痛む。 ヒカ
リが辺りを見渡すと瓦礫の間に人の形をした月下の姿があった。まだ、月下が人の形をしている

事に安堵する。 月下 と呼びかけると月下は振り向きヒカリを見た。 振り向いた彼ははいつもの彼
に見えた。 また安堵し月下に駆け寄ろうとした時だった。何か風圧の壁の様なものがヒカリを押
し返した。月下の周りにあった瓦礫は消し飛び無くなっていた。 月下の足元から黒い物が這い
上がってくると月下の体は波打ち顔は苦痛に歪む。爪は剥がれ落ち背の皮を突き破り大きく黒い

骨ばった羽根が現れる。月下はヒカリに再び背を向け歩き出し た。
「駄目、駄目よ月下行かないで」

ヒカリは、月下の背中を追って走り不気味な羽根が生える背中にしがみついた。

しがみついた月下の背中の肌に鱗が生えているのが分かった。皮膚が異臭を放ち腐り剥がれ落ち

その下から鱗があるゴツゴツした肌が現れる。 何とか前に周り込み歩みを止めようと月下の体を
押し返して見るが逆にヒカリの体が押し返され意味がなかった。

「お願い月下正気を取り戻して私よヒカリ、分かるでしょう」

月下の顔には今では苦痛で歪む事なく無表情で一点を見つめていてヒカリに気づいていない様に

思えた。

ヒカリが気づいてもらおうと思う一身で鱗に覆われようとしている月下の顔に触れようとした

時だった。 ヒカリの首を月下の手が掴み締め上げた。 苦痛の声がヒカリの口から漏れるが月下は
力を緩めなかった。

「どうして」

「どうしてだと、ただの空の器の存在で我を止めようなどおこがましい何も知らないお前が奴を

救えるはずがない。お前は何も知らない月下などこの世に元々存在しない奴は何者で もない何持
ってわいなかった。奴の中に我が居たから奴に価値があったのだ何も無い奴にわ」

ヒカリは、息苦しさに耐えながらも自分の首を掴む腕を掴み放さなかった。

「知らないなら今から知ればいい私にはあなたが必要なの何者で無くてもいいのあなたならそ

れで」

「それでは駄目だ何者であるかそれが重要なのだ。目障りな器だもう遅いのだ人は滅びを選んだ

もう誰も止める事は出来ない。だが良いだろ奴に合わせてやろ奴もお前に会いたがっ ているだが
これが最後だ」

黒龍がそう言い終えると喉元の圧迫が無くなった瞬間体の胸の辺りに衝撃が走りヒカリは、口か

ら血を吐いた。 黒龍の腕がヒカリの体を貫いていて自分に起きている事に気づいた時には体から
力が抜けどうする事も出来なくなっていた。 ヒカリと誰かが呼ぶ声が聞こえ霞む目で見ると悲壮
な表情をした月下の顔がそこにあった。自分のした事が信じられないと言った様子だった。

何とか月下を落ち着かせようと出来る限りの穏やかな口調で月下に語り掛ける。



「私は、大丈夫。あなたじゃないの 黒龍が気にしなくていいの」
月下に近づき抱きしめたかったが体が動かなかった。何とか腕を動かし今度こそ月下の頬に触

れる。月下の頬は濡れていた。

「今度は、私があなたを迎えに行くから待っていて」

そう言い終えると月下の頬をヒカリの指がつたい力なく落ちる。黒龍の遠吠えに似た悲しい声が

響き渡った。 月下はその瞬間消え失せ枷が無くなった黒龍は姿を龍に変えた。ヒカリの体は黒龍
の腕から抜け落ちそのまま城から投げ出され地上に落下していく。 ヒカリは、涙が止まらなかっ
た体の傷のせいではなく何も出来なかった自分が悔しいかったから。

「ヒカリ様、あなたを死なせはしません。白龍のもとへお送りします。」

そう誰かがヒカリの頭に語り掛けてくるが返事を返すことは出来なかった。ヒカリの体は地上に

着く前に消えて無くなっていた。

セブンズドワは、その日から黒龍の悲しい叫び声が響くなか闇に覆われはじめ少しずつ姿を消し

て行った。
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